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 倶知安
 農業委員会だより

ＷＴＯ・・・世界貿易機関 FTA・・・自由貿易協定
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あ
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を
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あ
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す
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委
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よ
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よ
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農
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厚
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す


本
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基
幹
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で
あ
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農
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を
め
ぐ
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願
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あ
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す


農
業
委
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農
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代
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と
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の
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し
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農
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地
域
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を
分
か
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す
い
紙
面
作
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を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す


今
後
と
も
一
層
の
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わ
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よ
う
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農
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迷
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農
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農
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不
足
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農
業
交
渉
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後
の
行
方
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以降は

保   険
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食   事

送   迎

   7：30

午前・午後各15分

員と協議する

雇用主負担とする

雇用主は農協を通じ

田植えのみ1食付き

雇用主が行う経費は

10月１日
5

400

亡くなった父が残してくれた

 

農地を相続するのに、農地法

の許可がいるのだろうか
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畑

機械作業

手作業

640 400

850 400

800

710

6,400

6,800 1,000

750

800

除草

小豆刈り

畑一般作業 5,800 680

640

780

5,400

6,600

芋
拾
い

～

400

5,800 680

790

6,000 890

芋切り

芋まき付け

労働条件等

休   息 昼食1時間

5,400

6,700

協定賃金

1 時 間 当
り

賃 金
1

当り賃金

や未経験者は、推進

雇用保険に加入する

～17:0０
850

400

400

400

400

800

980
その他 作業が併用した場合

 

相続の場合は、許可申請の
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17：30

400940

平成16年度の農作業短期労働者の協定賃金は次のとおりです。

田植え専門

協 定 賃 金 表

田一般作業

990

労働時間

田

超 勤 1 時
間

農 作 業 名 連絡経費

農
業
委
員
会
に
対
し
て

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い


委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

り
ま
し
た
ら

役
場
農
業

ご
意
見

ご
要
望
等
が
あ

て
い
ま
す


ま
た

地
域
農
業
の
構

造
改
革
に
向
け
て

認
定

農
業
者
等
の
担
い
手
へ
の

農
地
利
用
集
積
や
経
営
の


宅
地
内
に
あ
る
家
庭
菜
園
的
な

も
の
は
除
か
れ
ま
す



農
業
委
員
は

こ
の
よ
う
な
業

務
を
行
な
う
た
め
の
非
常
勤
公
務

員
と
し
て

公
職
選
挙
法
に
よ
り

農
業
者
の
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ

ま
す


農
地
で
あ
れ
ば

こ
の
許
可
が
必

金

制
度
資
金

農
業
者
年
金
な

ど
農
家
の
経
営
や
生
活
に
関
す
る

こ
の
法
律
の
適
用
と
な
り
ま
す


農
業
委
員
会
で
示
す

農
地


あ
っ
て
も
現
況
が
農
地
で
あ
れ
ば

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん


た
と
え
ば

家
を
新
築
し

必要はありません。

いいえ。 農地法は土地の

農
業
委
員
の
活
動
と
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て

税

相
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に
対
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き
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な
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を
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北
海
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よ
う
と
し
た
場
合
に

そ
の
土

農 地 法   Ｑ ＆ Ａ

売買や賃貸借が対象です。

話
役
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行
な
う
と
と
も

望
を
汲
み
取
り
農
政
へ
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る
た
め
に

国

道


に

農
業
者
の
意
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や
要

確
立
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向
け
た
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援
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を
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開
し
て
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ま
す


農業委員会とは

町
に
対
し
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を
行
な
っ
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で

農
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ま
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農
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を

農
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地
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と
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な
り

賃
貸
借
や
売
買
を
す
る
と

き
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必
ず
農
業
委
員
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と
は

現
況
主
義

と
言
わ
れ


で
は

ど
の
よ
う
な
組
織
な
の

で
し
ょ
う
か


農
業
委
員
会
は


農
地

に

関
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て

地
が
市
街
地
に
あ
っ
た
と
し
て
も


要
と
な
る
わ
け
で
す


皆
さ
ん
は

農
業
委
員
会
と
い

う
組
織
を
ご
存
知
で
す
か
？

合

農
地
転
用

に
つ
い

法
令
の
定
め
に
よ
り

倶
知
安

町
役
場
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す


の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す


て
も
農
業
委
員
会
に
申
請



 

 

 

 
  

 

（平成１６年1月～4月）

２月１３日

第２回  総  会

農地等利用調整会議 （２班）

農地等利用調整会議 （１班）

農地等利用調整会議 （２班）

農地等利用調整会議 （３班）

かけていきたい。」と抱負を語っていました。
現地調査（１・４班）

事務局長

幹      事
４月１２日

４月   ９日

４月5・6日

４月２０日

農地等利用調整会議 （１班）

１月２３日
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３月 1５日

農地等利用調整会議 （２班）

３月２５日

３月２３日

４月２３日

４月２２日

３月２８日

農業委員会活動報告

２月２７日

２月２４日

２月１８日

２月１２日

編

集

委

員

ま
す

ま
た

疑
問
や
質
問
な

ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い


消
費
者
と
生
産
者
の
懸
け
橋

載
し
て
い
く
予
定
で
す


ど
農
業
者
に
役
立
つ
情
報
も
掲

年
金
・
農
地
に
関
す
る
こ
と
な

と
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す


次
回
の
発
行
は

来
年
１
月

で
す


報
提
供
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
情
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一
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枝
子

伊

達

作

井

隆

ト
ミ
子
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足

立

第４回  総  会

農
業
委
員
会
は

ど

農地等利用調整会議 （２班）

第１回  総  会

編集後記

農業者年金受給者の皆さん

第３回  総  会

４月２８日

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
紙

面
作
り
を
目
指
し
ま
す


土地の現況証明願いに係る

山麓地区農業委員会協議会総会

３月２２日

３月１９日

４月２６日

農地等利用調整会議 （２班）

農地等利用調整会議 （２・３班）

農地等利用調整会議 （１・４班）

農地等利用調整会議 （２・３班）

農地等利用調整会議 （２班）

合
せ
く
だ
さ
い


ず
の
年
金
が
止
め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す


農
業
者
年
金
基
金
か
ら
現
況
届

が
届
い
た
ら

内
容
を
確
認
し
て
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町
民
の
皆
さ
ん
に
は

馴
染
み
の
薄
い
農
業
委

員
会
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

る
農
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
で

町
民
の
皆
さ
ん
に

６
月
は

農
業
者
年
金
の
現
況

届
を
提
出
す
る
月
で
す


提
出
期
限

報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す


農地等利用調整会議 （１班）

農地等利用調整会議 （２・4班）

後志地方農業委員会連合会総会

農地等利用調整会議 （３班）

農地等利用調整会議 （１班）

れ
た
り
す
る
と

受
け
取
れ
る
は

分
の
状
況
を
農
業
者
年
金
基
金
に

の
よ
う
な
組
織
な
の
だ

ろ
う

ど
ん
な
事
を
し

現況届をお忘れなく


農
業
委
員
会
だ
よ
り

を
発

行
し
ま
し
た


倶
知
安
町
の
基
幹
産
業
で
あ

て
い
る
の
だ
ろ
う


ま
た

法
律
改
正
や
農
業
者

委
員
会
事
務
局
へ
お
問

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を
記
入

後

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

ご
不
明
な
点
は

農
業

６
月
１
日～

届
け
く
だ
さ
い


６
月
末
日

現
況
届
を
提
出
し
忘
れ
た
り
遅

農
業
者
年
金
を
受
け
取
っ
て
い

る
人
は

毎
年
一
回

現
在
の
自

農地等利用調整会議 （３班）

業法人自らが意欲的に経営改善等に取り組み、経営

(有)原田産業

代表幹事

岡     康  史   さん

青 木 一 廣    さん

の農業法人、農業法人を目指す農家にも参加を呼び

ようてい農業法人ネットワーク設立

２月   ３日
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「情報の交換や会員相互の連携を深めるため、山麓

農業委員会に設置しました。

３月１２日

３月 1 0 日

４月２８日

営む法人の代表が集い、「ようてい農業法人ネット

   代表幹事の青木一廣さんは、今後の活動について

の確立・発展等を図るとともに、地域農業・農村の

振興に資することを目的としています。

役員は次のとおり選任されました。

アオキアグリシステム(有)

(有)黎明農場

農事組合法人  蒔田農場

   ３月８日、倶知安町役場に農業生産法人や農業を

ワーク」を設立しました。

   農業法人を目指す農家１戸で構成され、事務局を

蒔 田 博 巳   さん

原 田 和 夫   さん

絡・協調・情報交換・自主研鑽を通じて、地域の農

   会員は、有限会社７法人、農事実行組合２法人、

   これら法人等が、地域農業・農村の担い手として

重要な役割を担っていることに鑑み、会員相互の連




